
回 千葉医学会整形外科例会， 1978 . 1 2 ， 千葉.
1 2 )  辻陽雄 : En-bl oc l aminectomy ， 第5 1 回 日 本

整形外科学会総会， 1978 . 5 ，  盛岡.
13 ) 辻陽雄 : シ ン ポ ジ ウ ム ・ 多数回 手術 を 要 し た

腰椎疾患への対策一一主 と し て anterior か ら の対
処一一， 第27 回 東 日 本臨床整形外科学会， 1978 . 9 ，  
札幌.

14 ) Inoue ， S . ， Tsuj i ， H. ，  Murata ， T. ， Tamak i ，  
T. and Tanaka ， T. : Anterior interbody fus ion 
for the l umbar di sc l es ion 一一 Long-term fol l ow
up results  over ten years 一一- XIV World Con田
gress of S icot， Oct. ， 1 978 ， Kyoto. 

1 5 ) 辻陽雄 : 不安定性 を と も な う 腰部椎間板ヘル

ニ ア に 対す る C l oward 椎体間 固 定術変法， 第69 回
北陸整形外科集談会， 1 978 . 1 2 ， 金沢.

3 . 原 著
1 ) 山 田均， 高木学治， 高橋淳一 : 多発骨折症例

の検討. 日 災 医誌 26 : 7 - 12 ，  1978. 
2) 渡辺恒夫， 宮坂斉， 井上駿一 ， 玉置哲也， 小

林英夫 : 教室 に お け る 切 断肢再接着30例 の 経験. 千
葉 医学会誌 54 : 235 - 241 ， 1 978. 

3) 渡辺恒夫， 井上駿一， 辻陽雄， 宮坂斉， 伊藤
達雄 : 頚椎後縦靭帯骨化に 対す る 前方除圧法. 手術
32 : 59 - 67， 1 978. 

4 ) 辻陽雄， 宮坂斉， 高橋和久， 野 口 哲夫 : 頚椎
前方除圧， 固 定術に お け る 術 中術後の 頚椎姿勢 と 一
過性脊髄障害. 中部整災誌 2 1  : 450- 452 ， 1978. 

5 ) 保坂瑛一， 辻陽雄， 小林影， 栗 原 真 : Dege四
nerat ive spondyl ol i sthes i s  redundant nerve 
roots. 整形外科 29 : 538- 542， 1 978. 

6) 伊藤達雄， 辻陽雄， 坂巻時， 布施吉 弘 : 著明
な 腰椎側方と り に 伴 つ parapares i s. 臨床整形外科
1 3 : 786 ー 789 ， 1978 . 

7 ) Tsuj i ， H. and Tamaki ， T. : S tudies on the 
intraosseous blood c i rcul at ion and bone marrow 
pressure in human l umbar vertebrae， Internat. 
O rthop. ( S i cot ) 2 : 1 7 - 24 ，  1978. 

8 ) 辻陽雄 : En-bl oc l aminectomy. ， 整形外科，
29 : 1 755 - 176 1 ， 1 978. 
4 . 総 脱

辻陽雄 : 脊柱の加令変性 と 臨床的意義. 総合 リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン 6 : 333- 338 ， 1978. 

5 . 著 書
1 ) 辻陽雄 : 脊髄先天血管奇形， 中 山恒明 ・ 榊原

仔監修 ・ 新臨床外科全書， 1 7 ー し 42 - 46頁， 金原
出版， 1 978 . 

2 ) Tamak i ，  T. : C l inical appl i cat i on of spi -

nal cord act ion potent i al s. Cl in i cal appl icat i on 
of spinal cord monitering for operat ive treat
ment of spinal di seases. ed. C，  L.  Nash， Case 
Western Reserve Univ. ， 1978. 

6. そ の他

1 ) 辻陽雄 : 脊雄外科研究会 ( 東京 ) 総括非結核
性 炎症. 臨床整形 外科 1 3  : 410 - 412 ， 1978. 

2) 辻陽雄 : 肩 ， 腰， 膝の 見方， 考 え 方一一他科
の た め の 整形外手牛一一. 富 山保健 医協会発行， 1978. 

3) 玉置哲也 : 第 12回 S . R. S. meet ing ( 香港会
議 ) 印 象 記. 臨床整形外科 1 3  : 621 - 622 ， 1978. 

産 科 婦 人 科 学

教 授 泉 陸
助 教 授 柳 沼 忍

1 .  研究概要

1 ) 泉 : 性器癌 の基礎的 ・ 臨床的研究 を 進め て い
る 。 と り わ け 卵巣腫蕩 に つ い て 診断法の探究 と 合法
的 な 治療基準の 設定 を 試み て い る 。 診断法に つ い て
は 生化学的 ア プ ロ ー チ のー っ と し て C E A 測定の意
義 と 限界 を 明 ら か に し た 。 卵巣腫蕩 に お け る 境界病
変 に つ い て 核径， 核 D N A パ タ ー ン な ど の形態学的
検討 を 行 な い ， そ の成績に 臨床像 を 裏づけ る こ と に
よ り 境界病変の腫蕩性格 を 究明 し ， 本腫蕩 の 診断 な
ら ぴに 治療方式の確立 を め ざ し て い る 。

組織培養法 を 用 い て 腫蕩 の制癌剤 に 対す る 感受性
に 関す る 検討 を 引 続 き 行 っ て お り ， 治療の個別化 に
よ る 治療成績の向上の た め の 基礎 デー タ ー を 求 め て
い る 。

2 )  柳 沼 : i ) 婦人 に お い て視床下部一下垂体一
卵 巣 系 の正常 な働 き は ， 排卵現象の存在に よ っ て代
表 き れ る 。 こ の現象は種々 の 因子 に よ っ て 阻止 さ れ
る が， 比較的 多 い の は ス ト レ ス に よ る も の であ る 。
ス ト レ ス に よ る 無排卵 ・ 無 月 経症 の 内分泌的研究お
よ び統計的研究に よ り ， そ の 治療方針 を 確立 し た 。
し か し な が ら ， か か る 疾患 の発生お よ び進展機構に
は 未だ不明 な 点が 多 く ， 現在 さ ら に 研究 中 であ る 。

i i ) こ れに 関連 し て ， 他の種類 の ス ト レ ス ， す な
わ ち 手術 ・ 麻酔や妊娠， 分娩に お け る 婦人 の 内分泌
的変化 を 検討 中 であ る 。

i i i ) プ ロ ラ ク チ ン 高血症に よ る 無排卵症 を C B
154に よ り 治療す る と 共 に ， そ の発生機構 を研究中

で あ る 。
i v )  胎 児内分泌機能の っ ち ， 成長 ホ ルモ ン の胎 児

成長 に 対す る 意義 を 検討 し ， 子 宮 内 胎 児発育遅延の
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発生 ・ 治療 を 研究 し て い る 。
v ) 不妊症 の主要な 一 因 であ る 子宮 内 膜症 の 治療

に は 未だ決定的 な も の が な い の で， 現在 Danazol
療法 を 検討 中 であ り ， あ わせ て そ の 内分泌機能 に 対
す る 影響 を 検索 し ， そ の作用 機構 を 解 明 中 であ る 。
2 . 学会報告

1 ) 泉陸一， 柳 沼 志 : 卵 巣低悪性度腫療 の核径に
よ る 検討， 第26回 日 産婦北 日 本連合地方部会総会，
1978 . 9 ，  盛岡 .

2 ) 岡 村隆， 小林拓郎， 柳 沼 志 : 17α -pregn-4-
en-20-yno2， 3-di soxazol -17-o1 ( Danazol ) の 中枢下

垂体卵 巣 系機能に 対す る 影響 と 臨床応用， 第 5 1 回 日
本 内分泌学会総会， 1978 . 6 ，  東京.

3)  柳 沼 志 ， 岡 村隆， 小林拓郎 : 高 プ ロ ラ ク チ ン
血性無排卵症 の 内分泌学的検討お よ び治療. 第23 回
日 本不妊学会学術総会， 1978 . 1 1 ， 東京.

4 )  岡 村隆， 小林拓郎， 柳 沼 志 Danazol の 短期
間 お よ び長期 間投与の 月 経周 期 に 対す る 検討. 第 23
回 日 本不妊学会学術総会， 1978 . 1 1 ， 東京.

5 ) 岡 村隆， 小林拓郎， 柳 沼 志 : 1 7α -pregn-4-
en-20-yno2， 3-d isoxazol - 1 7-o1 ( Danazol ) の 中 枢下
垂体卵 巣機能に 対す る 影響 と 臨床応用， 第23回 日 本
不妊学会学術総会， 1 978 ， 1 1 ， 東京.

6 )  柳 沼 志 ， 泉陸一 : 子 宮 内 膜症 の 「偽閉経療法」

に つ い て ， 第 26 回 日 本産科婦人科学会北 日 本連合地
方部会総会， 1978 . 9 ，  盛岡.

7 ) 柳 沼 志 ， 泉陸一 : ス ト レ ス の女性 内分泌機能
に 及ぼす影響， 日 本不妊学会北陸支部総会， 1979 . 
1 2 ， 金沢.
3 . 原 著

1 )  滝 沢憲， 川 名 尚 ， 白 水健士， 菅生元康， 川 端
正清， 坂元正一， 泉陸一， 藤野雅之 : 卵巣腫場患者
血 清 中 の癌 胎 児性抗原. 臨床婦人科産科 32 : 767 

771， 1978， 
2) 柳 沼 志 ， 小林拓郎 : 周 産 期 に お け る 児成長 と

成長 ホ ル モ ン . 日 産婦誌 30 : 39 - 44 ，  1 978， 
3 )  柳 沼 志 ， 貝 原学， 岡村隆， 寺脇信二， 気 賀 沢

和子 : 妊婦血 中 エ ス ト リ オ ー ル測定の た め の Oesト

riol  RIA K i t の実用価値. 産婦 人科の世界 30 : 
289 - 293 ， 1978， 
4 . 総 説

1 ) 泉陸一 : コ ル ポ ス コ ー プ， 産婦 人科の新 し い
診療器. 産婦人科の世界， 増刊号 : 13 - 16 ，  1978. 

2) 柳 沼 志 : 17α -pregn-4-en-20-yno-2， 3-d i so
xazol - 17-o1 ( Danazol ) の 基礎. 産科 と 婦人科 45 : 
309 - 31 5， 1978， 

3) 柳 沼 志 : 胎 児の 内 分泌機能に 影響 を 及ぼす薬

剤. 周産期医学 8 : 1507 - 1514 ， 1978， 
4 ) 柳 沼 忍 ， 小林拓郎 : ス ト レ ス 性無 月 経の診療.

日 産婦誌 30 : 399 - 402， 1978， 
5 . 著 書

柳 沼 志 : 月 経困 難症 . 阿部他編 : 薬物療法の実際
874 - 877頁 ， ア サ ヒ メ ジ カ ル， 1978， 
6 . 翻 訳

柳 沼 志 Krupp ， M. 及 ぴ Chatton ， M. 著， 産 婦 人
科学 . 中 尾他編 : 臨床診断 と 治療 441 - 500頁 ， 丸
善， 1978. 
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